
エコアクション21

木村工業株式会社Ｋ

運用期間令和3年8月～令和4年7月

環境経営レポート
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環　境　経　営　方　針

基本理念

木 村 工 業 株 式 会 社 は 、 事 業 活 動 を 通 し て 地 球 環 境 の 保 全 と 資 源

循 環 型 社 会 の 一 員 と し て 、 環 境 問 題 に 取 り 組 み 「 人 ・ 町 ・ 地 球 に 優 し い

企 業 」 を 基 本 理 念 と し 、 未 来 を 担 う 子 供 た ち に 豊 か な 地 球 を 残 す 為

二酸化炭素排出削減に取り組んでいます。
事業活動に於ける電力・燃料等の節減による二酸化炭素排出量の削減。

廃棄物排出量削減に取り組んでいます。
事務所から出る廃棄物を、最小限にする努力。
リサイクルの促進の為、ゴミの分別作業。

総排水量削減に取り組んでいます。

積 極 的 に 環 境 負 荷 の 改 善 に 努 め ま す 。

行動指針

当 社 は 、 基 本 理 念 に 基 づ き 環 境 問 題 に 積 極 的 に 取 り 組 み 目 的 ・ 目 標

の 達 成 に 向 け 、 従 業 員 あ げ て ｢ 一 人 ひ と り の 意 識 で 変 わ る 豊 か な 未 来 」

を コ ン セ プ ト と し て 、 環 境 負 荷 の 低 減 に 配 慮 し た 活 動 に 取 り 組 み ま す 。

そ の た め に 、 以 下 の 事 項 を 重 点 的 に 継 続 的 に 改 善 を 推 進 し ま す 。

協業事業者に環境経営への理解と協力をお願いします。

環境関連法規制等を遵守します。

この環境方針は、社員全員に周知するとともに必要な場合は、一般に公開します。

平成　 21年　11月  　16日 　制定

令和　  3年  　7月      1日   改訂

木 村 工 業 株 式 会 社

事務所内で使用する使用水量の削減。

化学物質使用
（事業活動）

環境負荷　小さい重機の使用（低騒音・低振動等）に努めます。

行政機関・団体等の環境保全施策に協力するとともに、地域環境の美化と
環境意識の向上に努めます。

 代表取締役　 　木村　直樹

　　1.事業概要

Ｋ



・

・

・

・

・

・

・ 会社設立　： 昭和47年　9月　1日

資  本  金 ：　7100万円

公共事業。

主に土木工事業・水道施設工事業・舗装工事業

・

福岡県北九州市小倉北区東篠崎1丁目21番1号

環 境 管 理 責 任 者 大下　健一

担 当 者 氏 名 西田　琴美

連 絡 先 TEL 093-931-7443

事 務 所 名 木　村　工　業　株　式　会　社

代 表 者 名 代表取締役　木村　直樹

所 在 地 〒802-0072

（許可内容） 福岡県知事（特）

　　　・土木工事業　　　　・水道施設工事業

福岡県知事（般）

FAX 093-941-1321

e-mail 155363110km@jcom.home.ne.jp

国・県・市等から受注した道路、河川、上下水道等の

　　　・とび、土工工事業　　・舗装工事業　　・しゅんせつ工事業

　　　・石工事業

事業の規模

単位 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

90 90 90 90

119

従業員数 人 6 6 6 6 6

売上高 百万円 98 69 60 51

事業の内容

90

　　　　　　事業年度　　8月1日～翌年7月31日

　　　　　　（今年の環境経営レポートの対象期間は、令和3年8月1日～令和4年7月31日

２.認証・登録範囲

床面積 m2
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…認証・登録する対象範囲

全従業員

④・環境負荷の自己チェツク及び環境への取り組みの自己チェツクの実施

⑤・環境関連法規等の取りまとめ表の作成

⑥・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

総務部 工務部

2人 4人

②・環境管理責任者の任命

③・環境経営目標・環境経営計画書の承認

④・代表者による全体の評価と見直しを実施

⑤・環境経営システムの構築及び運用、環境目標及び環境行動計画の実施に

　 　必要な資源（人的・知的・財務資源）

⑥・環境経営レポートの承認

役割分担表

③・自部門の緊急事態への対応のための手順書作成、訓練を実施、記録の作成

②・自部門のおける環境経営システムの実施

④・自部門に従業員に対する教育訓練の実施

⑤・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

⑥・特定された項目の手順書作成及び運用管理

①・環境経営方針の把握し環境負荷低減に努める

②・環境関連法令を遵守し、自主的・積極的に環境活動に参加

⑦・環境経営レポートの作成

所属

代表取締役
（木村直樹）

役割   ・   責任   ・   権限

①・環境経営に関する総括責任者

①・自部門における環境経営方針の周知

環境管理責任者
（大下健一）

エコアクション21
事務局

（西田琴美）

①・EA21活動全般の構築・運用

②・EA21活動の実施状況を代表者に報告

③・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

④・環境経営目標・環境経営計画の確認

⑤・環境経営レポートの確認

①・環境管理責任者の補佐、委員会の活動事務局

②・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

③・環境目標、環境活動の実績集計

部門責任者
（各部門長）

全組織 ・ 全活動 ・ 全従業員

　木村工業（株）



①エアコンの設定温度管理。

➁不在の時はエアコンを切る。

３.当年度及び中期環境目標

　　事務所

項　　　　　目 単　位
（基準） 目　　　　　標

令和　元年度 令和　3年 令和　4年 令和　5年

二酸化炭素排出量の削減 ㎏－CO2/年 5,558.0
5,502.4 5,502.4 5,502.4

（▲1％削減） （▲1％削減） （▲1％削減）

廃棄物の排出量削減 ㎏/年 1,070.0
1,059.3 1,059.3 1,059.3

（▲1％削減） （▲1％削減） （▲1％削減）

総排水量の削減 ｍ3/年 48.0
47.5 47.5 47.5

（▲1％削減） （▲1％削減） （▲1％削減）

　　現場

項　　　　　目 単　位
（基準） 目　　　　　標

令和　元年度 令和　3年 令和　4年 令和　5年

二酸化炭素排出量の削減 ㎏－CO2/年 4,484.0
4,439.2 4,439.2 4,439.2

（▲1％削減） （▲1％削減） （▲1％削減）

※建設現場の産業廃棄物排出量は公共工事による排出量が決まっている為適正処分を実行する。
※建設現場には事務所を設置しておらず基本的に電気・水道の設置は致しません。
※電力の排出係数は九電のR元年度（0.371kg-CO2/KWh）を用いた
※当社は事業活動において、化学物質使用の取り組はない。

4.主要な環境活動計画の内容

二酸化炭素排出量の削減 （事務所） （現場）

建設騒音・振動の発生を
極力防止

―
建設騒音・振動の発生を極力防止するとともに、
これに関する苦情の発生を｢ゼロ」に維持する。

地域との協調ならびに
景観保存

―
設計図書に忠実に従い、地域の景観をできる限り保存すると
ともに、工事全体における苦情の発生を｢ゼロ」に維持する

ガソリン、軽油、灯油の
削減

①急発進/急加速/空ぶかしをしない ①急発進/急加速/空ぶかし禁止

②必要のない荷物は積まない ➁作業停止時はエンジンを切る

③暖房・冷房温度の適正管理 ③必要のない荷物は積まない

電気使用量の 削減

①使用していない部屋の照明は必ず消す

②退社時はパソコンの電源は必ず切る

③夏季の節電(クールビズ対応）

④空調機器の定期清掃

(現場事務所設置した場合）

廃棄物排出量の削減 （事務所） （現場）

廃棄物排出量の削減

①失敗コピー用紙の裏面再利用 ①マニュフェストの管理の徹底

②会議資料/事務書類簡素化 ②土砂搬入管理券の管理の徹底

③ミスコピー・プリントミスの削減

排水量の削減

①必要以上に蛇口を開かない

―
②手洗い、洗い物の節水と水廻り清掃

③月1回漏水の点検

④2カ月に1回水の使用量の点検

④ゴミの分別収集

⑤電子メールの活用

総排水量の削減 （事務所） （現場）

地域との協調及び景観保存 （事務所） （現場）
①建設現場の整理整頓

②現場環境改善（デザイン看板、花壇）

②地域住民との環境コミュ二ーケーションの推進地域との協調及び
景観保存

①北九州SDGs登録制度
➁介護応援宣言企業③子育て応援宣言企業
➃飲酒運転撲滅宣言企業➄盲導犬育成募金
➅働く世代をガンから守る検診推進企業
➆女性と子供の安全見守り企業
➇暴力団排除責任者講習受講事業所
➈使用済み切手回収しボランティア活動

低騒音型建設機械使用率100％ （事務所） （現場）

低騒音・低振動・排出ガス
対策型の機械使用率

100％
―

①低騒音・低振動型の機械使用

②排出ガス対策型の機械の使用



　　　＊電力の排出係数は九電のR元年度（0.371kg-CO2/KWh）を用いた

夏場の空調使用等により目標未達成

達成率（％）
（８０％以下は是正処置）目標 実績

　　二酸化炭素総排出量の削減（事務所） ㎏－CO2/年 5,502.4 3651.0 150.7

5.環境目標の実績・取組の結果

・令和3年8月～令和4年7月(運用の期間の目標に於ける実績)は以下の通りであった。

R3..8月～R4.7月

二酸化炭素総排出量(事務所・現場） 単位
令和3年度 令和3年度

二酸化炭素排出量合計：7.108㎏-CO2

電気の使用量削減 KWh/年 4,941.1 5392.0 91.6
燃料の使用量削減 L/年 1,502.8 615.0 244.4

二酸化炭素総排出量の削減（現場） ㎏－CO2/年 4,439.2 3457.7 128.4
燃料の使用量削減 L/年 1,913.5 1491.0 128.3

　廃棄物の排出量削減　（事務所） ㎏/年 1,059.3 414.0 255.9
総排水量の削減 ｍ3/年 47.5 43.0 110.5

7月

目標 545.4 434.1 472.6 417.1 499 573.7 509.1 503.4

1月 2月 3月 4月 5月 6月8月 9月 10月 11月 12月

393.2 474.7

306.7 251.4 306.4 331.8 197.1 261.5

390.1 290.1

R 2 461.2 343.2 349.8 293.6 402.0 299.3332.4 342.7 322.0 232.7 246.3 318.9

471.2 467.3 450.5 413.8

270.4 262.4 224.1 372.2

8月 9月 10月 11月 12月 7月1月 2月 3月 4月 5月 6月

R 3 408.6 303.5

335.0 383.0

377.2 327.7 336.6 358.4

R2 590.0 523.0 332.0 387.0 431.0 248.0468.0 424.0 389.0 300.0 322.0 354.0

目標 433.6 448.5 455.4 401.0

468.0 352.0 338.0 609.0R3 696.0 572.0 381.0 489.0 325.0 424.0

電気使用量

電気消費量は減少傾向

二酸化炭素排出量

事  務  所

二酸化炭素排出量

0

500
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8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

電気使用量実績

目標
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R3
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8月 9月 10月 11月 12月 7月1月 2月 3月 4月 5月 6月

目標 148.6 140.3 112.8 142.3 144.3 134.9 152.9 136.9

R2 81.0 43.5 84.5 49.3 67.9 79.550.6 43.8 61.2 40.4 41.9 66.8

10月 11月 12月 1月 2月 3月

81.2 139.2 101.0

41.7 56.8 42.6

　　外注工事が多かったのでガソリンの消費量が減少した。

68.5

36.0 36.0 18.0 0.0

4月 5月 6月 7月

目標 0.0 0.0 0.0 0.0 17.8 0.037.6 17.8 0.0 0.0 0.0 0.0

8月 9月

2月 3月

0.0 0.0 0.0 0.0

R3 0.0 0.0 0.0 0.0 36.0 0.036.0 18.0 0.0 0.0 0.0 0.0

R2 0.0 0.0 0.0 0.0

4月 5月 6月 7月

目標 74.3 79.2 74.3 89.1 148.5 89.189.1 89.1 94.1 89.1 95.0 94.1

8月 9月 10月 11月 12月 1月

30.0 42.0 65.0 30.0

R3 32.0 31.0 45.0 30.0 44.0 33.030.0 33.0 32.0 30.0

R2 64.0 50.0 40.0 32.0 35.0 52.0 50.0 64.0

31.0 43.0

63.1R3 64.8 39.4 71.3 30.2 74.6 59.7 20.4 51.5

ガソリン使用量

廃棄物排出量

廃棄物排出量は減少傾向

ガソリン消費量

灯油使用量

灯油使用量は減少傾

0.0

200.0

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ガソリン使用量実績

目標

R2

R3

良L
/年

0.0

50.0

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

灯油使用量実績

目標

R2

R3

L
/年 良
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200.0

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

廃棄物排出量実績

目標
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R3
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/年



8月 10月 12月 2月 4月 6月

7.9

R2 8.0 8.0 7.0 8.0 7.0 7.0

目標 8.9 7.9 7.9 6.9 7.9

7.0R3 8.0 7.0 7.0 7.0 7.0

排水量使用量

排水量は減少傾

0.0

10.0

8月 10月 12月 2月 4月 6月

排水量使用量実績

目標
R2
R3m

3
/年

事務所に植木置いてます

環境問題について勉強会をしました。



き

現 場

北九州SDGs登録制度

登 録 証

子育て応援宣言 介護応援宣言

暴力追放講習



8月 9月 10月 11月 6月 7月

目標 406.3 442.1 334.4 427.0 371.8 364.2 405.9

12月 1月 2月 3月 4月 5月

509.7 309.4 263.8 307.5 296.9

R2 314.3 312.5 304.6 310.7 372.1 336.6

R3 312.8 161.3 156.6 219.0 324.3 256.8 307.4

414.7 324.7 354.8 376.3 419.7 401.3

387.5 395.1 313.8

12月 1月 2月

340.2 283.0

8月 9月 10月 11月 6月 7月3月 4月 5月

219.7 133.4 113.8 132.6 128.0

R2 135.5 134.7 131.3 133.9 160.4 145.1162.2 180.9 173.0

目標 175.1 190.6 144.1 184.0 160.3 157.0 174.9

R3 134.9 69.6 67.5 94.5 139.8 110.7 132.5

178.7 140.0 152.9

167.1 170.3 135.3 146.6 122.0

ガソリン使用量

二酸化炭素排出量は減少

＊建設騒音・振動の発生を極力防止するとともに

苦情の発生を「ゼロ」に維持した。

ガソリン使用量は減少傾

二酸化炭素排出量 

現 場

0.0

1,000.0

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

二酸化炭素排出量実績
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R3
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現 場 で 安 全 訓 練



△ 継続

△ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○ 継続

○・・取組内容に従って活動出来ている。　△・・ほぼ活動出来ているが努力が必要。×・・活動出来ていない。

〇‥次年度環境経営目標は、前述の3項の令和3年度環境経営目標の通りとする。

取組項目 R3年度取組評価 判
定

R4年度

次年度環境経営計画（取組）

6.環境経営目標の取組評価・次年度の環境経営経営目標及び環境経営計画

＊今後も継続。

空調機器の清掃 ＊今後も継続。

急発進/急加速/空ぶかしを しない ＊今後も継続。

必要のない荷物は積まない ＊今後も継続。
二酸化炭素

排出量の削減

事
務
所

使っていない部屋の照明は 必ず消す 目標　※電気使用量等1％削減 ＊今後も継続。

退社時はパソコンの電源は 必ず切る 目標　※ガソリン・灯油　1％削減 ＊今後も継続。

夏季の節電（クールビズ） 冬季重ね着
8月・9月は、暑さに勝てず、クー
ラーを入れ扇風機をかけ及び井堀
の完了書類、手直し等で昼休みも
パソコンをつけて使用する事が多
くなった為、8月・9月及び11月・4
月・5月・7月未達成。

＊今後も継続。

必要のない荷物は積まない ＊今後も継続。

廃棄物
排出量の

削減

事
務
所

失敗用紙の裏面再利用 目標　※廃棄物排出量1％削減
＊今後も目標の確実な
　　実施に努める。

会議資料/事務書類簡素化
再利用出来る物は、再利用
するよう分けて保管した。
必要書類は、メールで送付。
簡単な製本等は、自社で
製本『出来るものは自分たち
で』を徹底した。

現
場

エアコンの設定温度管理。
(現場事務所設置した場）

目標　※ガソリン・灯油　1％削減 ＊今後も継続。

不在時は切る
(現場事務所設置した場）

R4.4月・5月・6月未達成。
必要のない荷物は積まない。
急発進、急加速、空ふかしは
しない。作業停止時はエンジン
を切るを徹底したが、Ｒ4.4月・5月・
6月未達成になってしまった。

＊今後も継続。

急発進/急加速/空ぶかしをしない ＊今後も継続。

作業停止時はエンジンを切る

現
場

マニュフェストの管理の徹底
＊マニュフェスト・土砂搬入
管理券の管理の徹底を行った。

＊徹底管理を継続。

土砂搬入管理券の管理の徹底
＊現場がある場合は集計は
月末に必ず実施した。

＊徹底管理を継続。

＊今後も継続。

ミスコピー・プリントミスの削減 ＊今後も継続。

ゴミの分別収集 ＊今後も継続。

電子メールの活用 ＊今後も継続。

2カ月に1回水の使用量の点検 ＊今後も継続。

総排出水量
の削減

事
務
所

必要以上に蛇口を開かない 目標　※排出水量1％削減 ＊今後も継続。

手洗い、洗い物の節水と水廻り清掃
月1回漏水点検。
2カ月に1回水使用量の点検を
行った。
毎日水廻り清掃を行っている。

＊今後も継続。

月1回漏水の点検 ＊今後も継続。

低騒音・低振動型
・排出ガス対策型建

設機械使用

現
場

低騒音・低振動型の機械使用 目標　※達成率100％
＊今後も目標の確実な
　　実施に努める。

排出ガス対策型の機械の使用
＊低騒音・低振動型・排出ガス
対策型建設機械を使用。

＊今後も継続。

建設現場地域の
景観保存

現
場

建設現場の整理整頓 目標※建設現場地域の景観保存 ＊今後も継続。

地域住民との環境
コミュ二ーケーションの推進

＊現場内外周辺の整理整頓
及び清掃活動を通じ近隣とのコ
ミュ二ーケーションを図った。

○ 継続

地域との協調及び
景観保存

事
務
所

介護応援宣言企業
子育て応援宣言企業
飲酒運転撲滅宣言企業
働く世代をガンから守る検診推進企業

女性と子供の安全見守り企業
暴力団排除責任者講習受講事業所

盲導犬育成募金
使用済み切手回収しボランティア活動

目標※積極的に社会貢献活動 ○ 継続

＊今後も継続。



　 

日々邁進していきたいと思っています。

として取り組んで行きます。

7.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規への違反は、自社でチェックした結果ありませんでした。

〇

〇：遵守、×：不遵守

なお、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等も

ありませんでした。

主な環境関連法規名 主な遵守事項 遵守状況

今期は売上こそ昨期よりも大幅に上がつたものの、物価の高騰は材料費や人件費にもかなり影響

しています。年々上昇してくる経費のことを考えるとやはり堅実に仕事をこなしていく事が、一番良い

方法ではないかと考えます。

今後も今期並みの売上げを維持していくことは容易ではありませんが、会社のことを第一に考え

無事故無災害は、それだけで作業の効率化と収益の向上に繋がりますので、これからも主力の活動

フロン排出抑制法
室外機の圧縮機の電気出力が7.5KW未満の
エアコンは、3カ月の1回簡易点検

該当無

8．代表者による全体の評価及び見直し・指示

建設リサイクル法
（建設工事に係る資材の
再資源化等に関する法律）

建設廃棄物の発生抑制とリサイクル推進
特定建設資材廃棄物の分別・再資源化

〇

廃棄物処理法
（排出事業者として）

産業廃棄物処理委託
マニフェストの交付・管理
産業廃棄物の管理基準


